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入居者・家族・職員・地域 共に歩む“ 心通いあう やまだて家族 ” 

だより   

[やまちゃん] 

日に日に雪解けが進み、ポカポカと暖かな日差しが苑庭の草木に降り注ぎ、  

春そのものが微笑んでくれているようです。  

いよいよ新年度が始まりました。この春にご入園・ご入学された

皆様、大変おめでとうございます。今後の健やかなご成長と

ご多幸をお祈りいたします。  

まだまだ新型コロナウイルスの影響もあり、ご家族様

や地域の皆様方にはご協力をお願いするばかりです

が、これからも山館苑では入居者の皆様が健康で快

適にお過ごしいただけるような環境作り努めて参

ります。  

今年度もどうぞよろしくお願い致します。  

 

【行事のようす】 

大勢での行事は行えませんが、ユニット内で誕生者のお祝いをしたり、レクリエーション等

を楽しみながら過ごしていますよ。 

 

 

 

 

山館苑の応援団長 

照れくさいけど、

楽しいね！ 

誕生日、おめでとうございます 

おめでとうございます 

これからもお元気に過ごしてくださいね 
今月の、ベスト笑顔賞です 

お祝いって、する方も幸せな気持ちに

なるんですよね 

お祝いにお花と心を込めた 

式紙をプレゼントです 

お祝いしてくれて、

ありがとう。 



【ひな祭りの謎】 

山館苑では、毎年 2月下旬から 3月上旬まで雛人形の飾り

つけを行い、入居者の皆さんは雛人形を鑑賞したり、記念

撮影などしながら季節の節目を楽しんでおります。 

その際に「お雛様は右側に据わるのが正しい」、「いや、昔

は左側に据わっていたよ」という会話が聞かれました。ど

ちらが正しいか調べてみたところ日本には二通りの並べ方

があり、お内裏様が向かって左、お雛様が右なのが「関東雛」だそうです。ところが日本でも西の

方はその逆になり、実は「京雛」の並び方が日本の伝統な並べ方だそうです。何故、今と並び逆だ

ったかというと江戸時代までは男性は刀を携えていて、その鞘というのは通常左側にある為、でき

るだけお雛様よりも遠ざけるように右に据えたのです・・なんかかっこいいですね。では、いつか

ら位置が変わったかというと日本の開国に大きく関係していたみたいで、男性は左、女性が右に並

ぶ西洋式（結婚式の披露宴など）が大正時代頃から取り入れられたそうです。 

また、ある番組を観ていたところ、お内裏様とお雛様はよく言われている天皇と皇后のような夫婦

ではなく、お雛様は太陽神「天照大御神」、お内裏様は弟の海の神「須佐之男命」という「姉弟」

であり、いわゆる雛飾りはこの古事記に書かれた物語を再現したものだと解説していました・・こ

れについては所説あるようですが、ずっと夫婦や結婚式と思っていたので驚きでした。 

調べてみると面白くて、入居者の皆さんにも教えてあげたいです。 

4月は、ドライブ行事を予定していて、今から楽しみです 


